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1. 経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当連結会計年度における当社グループ（当社及び当社の関係会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。 

財政状態及び経営成績の状況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の規制緩和による社会経済活動の正常化もあ

って、景気は緩やかに持ち直す動きがみられたものの、ウクライナ情勢の長期化や急激な円安に伴う資源価格の高騰

による物価上昇、アジアや欧州向けの輸出の減少などにより、先行き不透明な状況が続いております。海外においても、

各国の金融引締めに伴う景気の下振れが懸念されております。 

このようななか当社グループにおいては、半導体不足等の影響により自動車関連の減産が続いていることや中国で

の需要低迷、および資源価格高騰等による製造コスト増もあり、当連結会計年度の売上高は274億６千３百万円（前年

同期比0.4％減）、経常利益は６千４百万円（前年同期比95.6％減）となりました。一方、特別利益として海外子会社の

清算手続きに伴う固定資産売却益等３億９千２百万円を計上し、特別損失として埼玉児玉工場の固定資産の減損損失

13億２千４百万円を計上したこと等により、親会社株主に帰属する当期純損失は５億１千９百万円（前期親会社株主に

帰属する当期純利益８億８千５百万円）となりました。 

当社グループのセグメント別の業績は次のとおりです。 

「日本」 

国内部門別の概況として、樹脂コンパウンド部門は、自動車向けで半導体不足の影響が想定以上に長引いている

ことから、樹脂全般で在庫調整の影響を受け、経費面では電気料金高騰が収益を圧迫し部門営業利益は昨年を下

回りました。 

樹脂用着色剤部門は、建材向けが堅調ではあったものの、自動車関連の販売が落ち込み、フィルム用途、化粧

品・トイレタリー向けも伸び悩み、原料価格の高騰も相まって、部門営業利益は昨年を下回りました。 

加工カラー部門は、主要取引先の自動車用内装材関連が減産の影響を受け、液体分散体では中国のゼロコロナ

政策の影響から、中国向けの大型液晶パネル用途が低調となるなどディスプレイ需要は近年にない厳しい状況が続

き、部門営業利益は昨年を下回りました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は 134 億９千６百万円（前年同期比 6.7％減）、営業損失は３億３千６百万円

（前年同期営業利益７億７千９百万円）となりました。 

「東南アジア」 

東南アジアは、一部の原料不足や半導体を起因とする部材不足の影響を受けた顧客の減産により、前年同期に比

べ販売が減少しましたが、為替や原料価格高騰の影響により、当連結会計年度の売上高は 134 億円（前期比 7.3％

増）となりました。一方で、取扱数量の減少や電気料金高騰、原料価格高騰の影響もあり、営業利益は３億８百万円

（前期比 35.8％減）となりました。 

「その他」 

その他は、中国でのコロナ感染拡大でゼロコロナ政策による操業停止を余儀なくされましたが、原料価格の影響に

より当連結会計年度の売上高は５億６千６百万円（前期比 7.2％減）となりました。一方で、取扱数量の減少や原料価

格高騰の影響もあり、営業損失は３千万円（前年営業利益２千４百万円）となりました。 
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（２）当期の財政状態の概況 

資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計期間の総資産は290億８千１百万円と前期末の327億７千１百万円に比べ36億８千９百万円の減少となりま

した。 

資産のうち流動資産は150億４千８百万円と前期末の174億７千１百万円に比べ24億２千２百万円の減少となりました。

この主な要因は製品が２億３百万円増加し、現金及び預金が23億４千４百万円、その他が２億７千４百万円それぞれ減

少したことなどによるものです。固定資産は140億３千２百万円と前期末の153億円に比べ12億６千７百万円の減少となり

ました。この主な要因は、投資その他の資産が３億５千９百万円増加し、有形固定資産が15億７千４百万円減少したこと

などによるものです。 

負債合計は138億９千万円と前期末の177億９千万円に比べ39億円の減少となりました。負債のうち流動負債は98億９

千５百万円と前期末の129億６千９百万円に比べ30億７千４百万円の減少となりました。この主な要因は支払手形及び

買掛金が２億２千４百万円増加し、短期借入金が27億５千４百万円、その他が３億１千６百万円それぞれ減少したことな

どによるものです。固定負債は39億９千５百万円と前期末の48億２千万円に比べ８億２千５百万円の減少となりました。

この主な要因は長期借入金が１億６千万円、繰延税金負債が３億５千２百万円それぞれ減少したことなどによるもので

す。 

純資産合計は151億９千万円と前期末の149億８千万円に比べ２億１千万円の増加となりました。この主な要因は為替

換算調整勘定が７億４千８百万円増加したことなどによるものです。 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期に比べ23億４千４百万

円減少し23億４千４百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において営業活動による資金の収入は前期と比べ２億９千３百万円減少し、９億９千３百万円となり

ました。これは、税金等調整前当期純利益の減少などによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において投資活動による資金の支出は前期と比べ３億３千１百万円増加し、６億９千８百万円となり

ました。これは有形固定資産の取得による支出が６億１千６百万円増加したことなどによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において財務活動による資金の減少は31億７千４百万円となりました。前期は17億６千８百万円の

減少でした。 
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（４）今後の見通し 

今後の我が国経済及び世界経済の見通しにつきましては、ロシア・ウクライナ情勢の長期化に伴う原材料価格の高

止まり、インフレ継続による景気低迷などの先行き不透明な状況が続いております。 

また、当社グループの主要需要先である自動車産業においては、引き続き半導体等の部品供給不足といった懸念材

料もあり、楽観視できない状況となっています。このような状況のなか、2024 年３月期の連結業績見通しとしましては、

売上高は 307 億円、経常利益は６億円、親会社株主に帰属する当期純利益は３億５千万円を見込んでおります。 

２. 会計基準の選択に関する基本的な考え方  

当社グループは日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際財務報告基準の適用につきましては、

国内外の諸情勢を踏まえ、検討を進めていく方針であります。 
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（５） 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　 　該当事項はありません。

（セグメント情報）

1.報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定

及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主に合成樹脂着色及び着色剤の製造販売をしており、国内においては当社が、海外においては東南アジア(ﾏﾚｰｼｱ、

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）地域をNippon Pigment(M)Sdn Bhd、P.T.Nippisun Indonesia の現地法人が担当しており、現地法人はそれぞれ独立した

経営単位であります。

　したがって、当社は、合成樹脂着色及び着色剤の製造販売を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「東

南アジア」の2つを報告セグメントとしております。

2.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2021年4月1日　至　2022年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 14,470,683 12,486,383 26,957,066 610,055 27,567,122 - 27,567,122

　セグメント間の内部

   売上高又は振替高

14,804,293 12,486,383 27,290,676 825,238 28,115,914 △ 548,792 27,567,122

セグメント利益 779,902 480,198 1,260,101 24,483 1,284,584 - 1,284,584

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自　2022年4月1日　至　2023年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 13,496,522 13,400,969 26,897,492 566,352 27,463,844 - 27,463,844

　セグメント間の内部

   売上高又は振替高

13,722,396 13,401,048 27,123,445 602,968 27,726,414 △ 262,569 27,463,844

セグメント利益又は損失(△) △ 336,616 308,067 △ 28,548 △ 30,574 △ 59,122 - △ 59,122

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

-

計

225,873 79 225,953 36,616 262,569 △ 262,569

△ 548,792 -

計

報告セグメント 　その他
（注1）

合計 調整額
連結損益計算書
計上額（注2）

333,610 - 333,610 215,182 548,792

報告セグメント 　その他
（注1）

合計 調整額
連結損益計算書
計上額（注2）
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額 8,907.93円 9,015.74円

564.04円 △331.17円

(注） 1.　前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が

　　ないため記載しておりません。

2.　１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

885,505 △ 519,895

885,505 △ 519,895

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,569 1,569

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純
損失（△）（千円）

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失（△）（千円）

前連結会計年度 当連結会計年度

（自　2021年4月1日 （自　2022年4月1日

項目 　　至　2022年3月31日） 　　至　2023年3月31日）

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

（自　2022年4月1日

　　至　2023年3月31日）

前連結会計年度

（自　2021年4月1日

項目 　　至　2022年3月31日）

当連結会計年度
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